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新市名の候補は『富山市（とやまし）』に。
9月22日に締め切った新市の名称公募に、皆さんから4,157件、

823種類の名称をお寄せいただきました。その結果を参考にしながら

10月17日に開催した第2回検討委員会で検討された結果、新市名の

候補は1点「富山市（とやまし）」とすることで決定し、第7回協議会に提

起されました。11月の協議会で正式に協議され、承認されれば、新市

名が決定する運びとなります。

多数のご応募、有難うございました。

富山地域合併協議会だよりNo.3 平成１５年１１月発行
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第
６
回
協
議
会

●
９
月
２９
日
、
富
山
国
際
会
議
場

多
目
的
会
議
室
で
開
催

●
出
席
委
員＝

４５
人

●
傍
聴＝

報
道
関
係
６
社（
１０
人
）

一
般（
１９
人
）

●
議

案（
正
式
協
議
）

�
協
定
項
目
２１－

５
「
環
境
関
係
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の

１
）」に
つ
い
て

ご
み
収
集
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
調
整
方
針
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

・
可
燃
ご
み⇒

週
２
回
収
集
と
す
る
。

・
不
燃
ご
み⇒

月
２
回
収
集
と
す
る
。

・
空
き
缶⇒

月
２
回
収
集
と
す
る
。

・
空
き
び
ん⇒

月
２
回
収
集
、
３
色
分
別
と
す
る
。
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
は
収
集
し
な
い
も
の
と
す
る
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル⇒

拠
点
回
収
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収

を
併
存
す
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
地
域
事
情
に

応
じ
て
月
１
回
〜
４
回
と
す
る
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装⇒

拠
点
回
収
と
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
回
収
を
併
存
す
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
月

４
回
と
す
る
。

・
紙
製
容
器
包
装
、
古
紙⇒

拠
点
回
収
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
を
併
存
す
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
月
１

回
と
す
る
。

・
粗
大
ご
み⇒

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
と
し
て
収
集
す

る
。
再
利
用
粗
大
ご
み
収
集
（
婦
中
町
で
実
施
）
は

廃
止
す
る
。

・
戸
別
有
料
収
集⇒

富
山
市
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
行
政
回
収
に
つ
い
て
、「
地
域
事
情
に

応
じ
て
月
１
回
〜
４
回
と
す
る
」
と
い
う
調
整
方
針
で

は
、
地
域
間
の
格
差
が
生
じ
、
住
民
の
不
信
と
不
安
が

出
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
各
地
区
に
お
け
る
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
回
収
の
回
数
を
統
一
す
べ
き
で
な
い
か
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
段
階
に
お
け
る
回
数
で
あ
り
、

今
後
、
実
情
に
応
じ
て
回
数
を
変
更
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
旨
の
説
明
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

●
報

告

�
第
３
回
市
町
村
建
設
計

画
策
定
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
つ
い
て

①
新
市
建
設
計
画
（
序
論

〜
新
市
の
建
設
の
基
本

方
針
）素
案
に
関
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ

た
策
定
委
員
会
や
合
併

協
議
会
で
出
さ
れ
た
意

見
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
当

日
新
た
に
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

策
定
委
員
長
の
判
断
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

今
回
ま
で
の
意
見
を
踏
ま
え
て
内
容
を
整
理
し
た
素
案

を
協
議
会
委
員
に
送
付
す
る
予
定
に
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
幅
広
く
お
聴
き
す
る
場
と
し

て
、
１１
月
に
各
市
町
村
１
箇
所
で
住
民
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
新
市
は
、
魅
力
あ
る
中
部
山
岳
国
立
公
園
や
神
通
峡
な

ど
、
北
陸
有
数
の
世
界
的
な
観
光
資
源
を
有
し
た
全
国

的
に
も
非
常
に
大
き
な
都
市
に
な
る
こ
と
か
ら
、
建
設

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
に
目
を
向
け
た
明

る
い
発
想
で
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
「
将
来
は
ど
う
な
る
ん
だ
」
と
い
う
一
抹
の
不
安
が
あ

る
反
面
、
合
併
に
関
す
る
期
待
感
、
一
つ
の
思
い
・
願

い
も
住
民
は
抱
い
て
い
る
。
時
間
の
制
約
が
あ
る
中
で

も
、
建
設
計
画
を
粛
々
と
纏
め
て
い
た
だ
い
て
、
概
要

版
等
で
市
町
村
民
に
分
か
り
や
す
い
住
民
説
明
会
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
に
も

情
報
提
供
に
つ
い
て
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ（
一
元
化
）も
着
実
に

「
慣
行
」、「
環
境
関
係
事
業
」の
取
扱
い
に

関
す
る
調
整
方
針
を
承
認

合
併
協
議
に
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
重
要
な
事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
（
一
元
化
）
も
一
歩
一
歩
着
実
に
進

ん
で
い
ま
す
。
第
６
回
協
議
会
で
は
「
ご
み
の
収
集
」、
第
７
回
協
議
会
で
は
、「
公
害
防
止
協
定
」「
斎
場
の

管
理
・
運
営
」
な
ど
協
定
項
目
２１－

５
「
環
境
関
係
事
業
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
調
整
方
針
が
、
ま
た
、
新
市

の
市
章
や
花
、
木
、
花
木
等
を
定
め
る
協
定
項
目
１８
「
慣
行
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
調
整
方
針
も
第
７
回
協
議

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協議会では、「住民の視点」を意識した
発言が多く出されます
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※比較資料については、事務事業を抜粋して掲載しています。詳細資料を希望される方は、事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

第
３
回
市
町
村
建
設
計
画
策
定
委
員
会

●
９
月
２４
日
、
と
や
ま
自
遊
館
ホ
ー
ル
で
開
催

●
出
席
委
員＝

１４
人

●
傍
聴＝

報
道
関
係
６
社
（
６
人
）

一
般
（
５
人
）

●
議

案

�
新
市
建
設
計
画
素
案
（
序
論
〜
新

市
の
建
設
の
基
本
方
針
）

新
市
建
設
計
画
（
序
論
〜
新
市
の

建
設
の
基
本
方
針
）
素
案
に
関
し

て
、
策
定
委
員
会
や
合
併
協
議
会

で
出
さ
れ
た
意
見
等
へ
の
対
応
に

つ
い
て
協
議
し
、
今
回
ま
で
に
出

さ
れ
た
意
見
も
踏
ま
え
て
、
内
容

を
整
理
し
た
素
案
を
各
委
員
に
配

布
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�
住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
１１
月
中
旬
か
ら
各
市
町
村
１
箇
所
で
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

・
新
市
建
設
計
画
の
説
明
内
容
と
し
て
は
、
今
回
の
協
議
内
容
を

踏
ま
え
た
将
来
構
想
部
分
ま
で
と
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
概
要
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
住
民
説
明
会
に
お
け
る
新
市
建
設
計
画
の
説
明
は
、
協
議
内
容
が

未
だ
抽
象
論
の
段
階
な
の
で
、
誤
解
を
招
く
こ
と
の
無
い
よ
う
十

分
工
夫
し
た
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
事
務
事
業
の
調
整
内
容
と
新
市
建
設
計
画

（
素
案
）
内
の
表
現
等
と
整
合
性
の
あ
る
住
民
説
明
を
お
願
い
し

た
い
。

戸別有料収集

直営収集
収集手数料
３０�まで ４００円
～１００�まで １，３００円
～５００�まで ６，３００円
５００�超えるものは、５００�
ごとに６，３００円加算

未実施

未実施

直営収集
５００�まで１台につき

１，０５０円

未実施

未実施

未実施

プラスチック容器包装
行政回収事業

月４回
委託収集
ステーション方式
（２，７１１箇所）

週１回（月４～５回）
直営収集
ステーション方式
（１１６箇所）

委託収集
拠点方式（リサイクルス
テーション１７箇所）

月２回
委託収集
ステーション方式
（２８４箇所）

月２回
直営収集
ステーション方式
（２６箇所）
２校区３地区のみモデル実施

月２回
委託収集
ステーション方式
（２１箇所）

月２回
委託収集
ステーション方式
（５５箇所）

ペットボトル
行政回収事業

委託収集
拠点方式
（回収協力店２２１）

週１回（月４～５回）
直営収集
ステーション方式
（１１６箇所）

委託収集
拠点方式（回収協力店
６、リサイクルステーショ
ン１３箇所）

月２回
委託収集
ステーション方式
（２８４箇所）

委託収集
拠点方式（回収協力店
２１）

月１回（１、２月なし）
委託収集
ステーション方式
（２１箇所）

月１回
委託収集
ステーション方式
（５５箇所）

不燃ごみ収集

月２回
直営収集
ステーション方式
（２，９８９箇所）

週１回（月４～５回）
直営収集
ステーション方式
（２７２箇所）

月２回
直営収集（３路線）
収集一部委託（１路線）
ステーション方式
（３１０箇所）

月２回
委託収集
ステーション方式
（２８４箇所）

月２回
直営収集
ステーション方式
（３０６箇所）

月１回（１、２月なし）
委託収集（収集員）
ステーション方式
（２１箇所）
車両・車庫は村所有

月２回
委託収集（収集員）
ステーション方式
（５５箇所）
車両・車庫は村所有

可燃ごみ収集

週２回
直営収集
ステーション方式
（４，６０６箇所）

週２回
直営収集
ステーション方式
（２６３箇所）

週２回
直営収集（３路線）
収集一部委託（１路線）
ステーション方式
（３１０箇所）

週２回
直営収集
ステーション方式
（２８４箇所）

週２回
直営収集
ステーション方式
（４４０箇所）

週３回
委託収集（収集員）
ステーション方式
（４１箇所）
車両・車庫は村所有

週３回
委託収集（収集員）
ステーション方式
（５５箇所）
車両・車庫は村所有

事 務
事業名

富
山
市

大
沢
野
町

大
山
町

八
尾
町

婦
中
町

山
田
村

細
入
村

現

況

■環境関係事業における７市町村現況比較資料：抜粋

富山地域合併協議会だより
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第
７
回
協
議
会

●
１０
月
２９
日
、
と
や
ま
自
遊
館
ホ
ー
ル
で
開
催

●
出
席
委
員＝

４４
人

●
傍
聴＝
報
道
関
係
１０
社（
１０
人
）

一
般（
１４
人
）

●
議

案（
正
式
協
議
）

�
協
定
項
目
１８
「
慣
行
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
調
整
方
針

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
市
章⇒

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

・
市
の
花
、
木
、
花
木
、
歌
、
音
頭⇒

新
市
に
お
い
て
、

指
定
の
有
無
も
含
め
検
討
す
る
。

・
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市⇒

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

・
市
民
憲
章⇒

新
市
に
お
い
て
、
制
定
の
有
無
を
含
め

検
討
す
る
。

・
都
市
宣
言⇒

新
市
に
お
い
て
、
そ
の
有
無
を
含
め
検

討
す
る
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
姉
妹
都
市
及
び
友
好
都
市
に
関
し
て
、現
在
、中
学
校
や

高
等
学
校
と
の
姉
妹
校
提
携
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
を
通
じ
て
親
善
訪
問
や
交
流
を
深
め
て
い
る
都
市

が
あ
る
。
こ
う
し
た
国
際
交
流
教
育
に
お
け
る
提
携
も

友
好
都
市
提
携
に
準
ず
る
形
で
付
記
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
教
育
専
門
部
会
か
ら
の
事
務
事
業
の
調
整
方

針
案
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
協
定
項
目
２１
―
５
「
環
境
関
係
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の

２
）」に
つ
い
て

環
境
保
全
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
、
調
整
方
針

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
環
境
協
定
・
公
害
防
止
協
定⇒

現
行

の
と
お
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
。
な
お
、
新
市
に
お
い
て
、

条
例
や
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

・
斎
場
の
管
理
運
営
と
維
持
管
理⇒

斎

場
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お

り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
別

途
合
併
協
定
項
目
に
て
協
議
）

・
墓
地
の
使
用
許
可
と
維
持
管
理⇒

墓

地
の
申
込
み
条
件
等
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
も

の
と
し
、
合
併
後
、
一
元
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
な
お
、
各
管
理
基
金

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
地
管

理
に
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。
（
墓

地
の
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
別
途

合
併
協
定
項
目
に
て
協
議
）

・
ね
ず
み
及
び
衛
生
害
虫
の
駆
除⇒

防

疫
用
機
器
の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
薬
剤
の
配

布
は
、
無
料
と
す
る
。

【
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
】

○
婦
負
斎
場
組
合
に
お
い
て
合
併
前
に

予
定
し
て
い
る
墓
地
の
造
成
計
画
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
調
整
内
容
を

確
認
し
た
い
と
の
発
言
に
対
し
、
環

境
専
門
部
会
長
よ
り
「
計
画
は
新
市

に
引
き
継
ぐ
」旨
の
補
足
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

市町村民の
歌、音頭等

富山市民の歌
とやまの四季
とやま音頭

大沢野町の歌
（神通峡を行く
水が）

大山音頭
大山讃歌

市町村の花・木・花木

①市の花 あざみ
昭和４８年３月５日制定

②市の木 けやき
昭和４８年３月５日制定

③市の花木 つばき
昭和４８年３月５日制定

①町の花 サルビア
昭和４８年９月１０日指定

②町の木 松
昭和４８年９月１０日指定

③町の花木 カイドウ
平成６年３月２日制定

①町の花 ナデシコ
平成元年８月

②町の木 オハラスギ
昭和４９年９月

③町の花木 ツツジ
昭和４９年９月

①町の花 ――

②町の木 松
昭和５２年８月２０日指定

③町の花木 つばき
昭和５２年８月２０日指定

市 町 村 章

市勢隆 と々して、四方に進展することを象徴したもの。その由来
は、富山藩初代藩主前田利次の時代に町役所の徽章として
定められ、それ以来富山藩で代々使われてきたもの。明治３０年
１１月２０日の市議会で１６の角菊文を斜めに使用することとし、
市章として定めた。その後、明治４１年に徽章の中心を「富」に改
め、現在に至っている。

大沢野町の頭文字「オ」を図案化し、産業の躍進と町民の円
満協力を表わしている。

大山町の「大」の字を図案化し、なかに「山」の字をうきぼりにし
て円形で町民の和をあらわし、上部の突起は伸びゆく町勢を象
徴したものです。

八尾町の「八」の字を翼状に図案化し躍進八尾町を発展的飛
躍の象徴として表現したものである。

富山市徽章

（明治３０年１１月２０日制定）

大沢野町町章

（昭和４２年５月１日制定）

大山町町章

（昭和３０年６月２２日告示）

八尾町町章

（昭和２９年８月１４日制定）

事 務
事業名

富
山
市

大
沢
野
町

大
山
町

八
尾
町

現

況

■「慣行の取扱い」における７市町村現況比較資料：抜粋
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※比較資料については、事務事業を抜粋して掲載しています。詳細資料を希望される方は事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

※比較資料については、事務事業を抜粋して掲載しています。詳細資料を希望される方は事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

墓地の使用許可と維持管理

墓地申込み条件
及び許可条件

・一定期間市内に
住所があること

・家族に亡くなっ
た方がおり、そ
の祭祀をつかさ
どる方

・現在墓地のない方
・使用許可後３年
以内に墓碑を建
立できる方

大沢野町に住所を
有するもの

空き区画なし

空き区画なし

町内に住所を有す
る成年者

婦負斎場組合墓地を利用

村営墓地なし

墓地管理状況

委託等による除草
等

臨時職員による清
掃等

委託等による清掃
等

使用者個人で管理

委託による芝刈等

墓地管理料

なし

年額１，２６０円
（３ヵ年分一括前納）

年額２，１００円
（５ヵ年分一括前納）
管理基金

２０，２７８千円

永代管理料
第１種（４㎡）

２１，０００円
第２種（５㎡）

２６，２５０円
第３種（６㎡）

３１，５００円
管理基金

９，８７９千円

年額 ３，０００円
管理基金

８，７８１千円

墓地使用料

１㎡＝６３，４００円
新長岡墓地
３．９６㎡＝２５０千円
６㎡ ＝３８０千円

５㎡＝１８０千円

５㎡ ＝１７５千円
６．５㎡＝２５４千円
（昭和６０年分）
２６４千円

（平成７年分）
１０㎡＝４３０千円

第１種（４㎡）
２２０千円

第２種（５㎡）
２８０千円

第３種（６㎡）
３４０千円

１㎡＝６０千円

墓地数

５箇所

長岡、北代、岩瀬、
新長岡、富山霊園

１３，９５２区画

１箇所

大沢野町営墓地
（あじさい園）

６０４区画
（１５年度２０８区画造
成中）

１箇所

大山町墓地公園
３３７区画

１箇所

婦負斎場組合墓地
９５区画

（八尾町・婦中町・
山田村）

１箇所（除婦負斎
場組合墓地）

速星墓地公園
１３０区画

斎場の管理運営と維持管理

火葬料金
（火葬場使用料）

１３歳以上１０，０００円
１２歳以下８，０００円
死産 ６，０００円
産汚物類３，０００円
富山市民は無料
大山町民は市民料金
市外は５割増
（その他）
立山町火葬協力金

１体５００円

１３歳以上１０，０００円
１歳以上１３歳未満

６，０００円
１歳未満４，０００円
産汚物類４，２００円
住民以外は５割増
生活扶助世帯は５
割減免

１２歳以上１０，０００円
１２歳未満６，０００円
死産 ４，０００円
身体の一部

４，０００円
産汚物類４，０００円
住民以外は１０割増
生活扶助世帯は減免

婦負斎場を使用（婦負斎場組合）

婦負斎場を使用（婦負斎場組合）

大沢野町斎場を使用

平成１４年度
火葬件数

富山市 ２，６９８件
大山町 ９８件
（立山町 ２９７件）
汚物炉 ４６０件

大沢野町 １７５件
細入村 ２４件
汚物炉 ０件

富山市斎場を使用

八尾町 ２４４件
婦中町 ２３２件
山田村 １５件
汚物炉 １１２件

斎場施設

２箇所

富山市斎場
・火葬炉１１基
・汚物炉１基
・式場、会館
使用：富山市、
大山町、立山町
北部斎場
・火葬炉５基

１箇所

大沢野町斎場
・火葬炉３基
・汚物炉１基
使用：大沢野町、
細入村

１箇所

婦負斎場
・火葬炉４基
・汚物炉１基
使用：八尾町、婦
中町、山田村

事 務
事業名

富
山
市

大
沢
野
町

大
山
町

八
尾
町

婦
中
町

山
田
村

細
入
村

現

況

市町村民の
歌、音頭等

婦中町民の歌
婦中音頭

山田村
建設の歌
山田音頭

市町村の花・木・花木

①町の花 すいせん
昭和６０年１２月１０日指定

②町の木 さんご樹
昭和４８年６月１日指定

③町の花木 つつじ
昭和４８年６月１日指定

①村の花 雪つばき
昭和５１年１１月制定

②村の木 かつら
昭和５１年１１月制定

③村の花木 ――

①村の花 きく
昭和４９年１１月３日指定

②村の木 まつ
昭和４９年１１月３日指定

③村の花木 さざんか
昭和４９年１１月３日指定

市 町 村 章

婦中町の「婦」の字を真ん中に、それを囲む六角形は「中」を図
案化した。六角形のそれぞれの頂点の角ばりは四方八方に向
かって町が力強く発展することを表徴している。

「牛岳」と山田村の「山」を表したもので、周りの円は村民が「団
結」と「和」をもって住みよい豊な活気ある村づくりに取り組む姿
を象徴している。

細入（ホソイリ）のホを赤で、はばたく鳥に似せて中央に配し、ソ
イリを図案化した緑で、色どり美しい自然に囲まれた細入村が
さらに飛躍することを願ったもの。

婦中町町章

（昭和２７年６月１日制定）

山田村村章

（昭和５２年１月４日制定）

細入村村章

（昭和４０年１１月３日告示）

事 務
事業名

婦
中
町

山
田
村

細
入
村

現

況

■環境関係事業における７市町村現況比較資料：抜粋

富山地域合併協議会だより
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富山地域合併協議会事務局�
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第２回新市の名称等検討委員会

●１０月１７日、富山国際会議場で開催

●出席委員＝１０人

●新市の名称について

検討委員会において、住民の皆さんから応募のあっ

た名称等を参考としながら検討した結果、新市名の候

補は「富山市（とやまし）」にすることで異論がなく、

第７回協議会へ理由を付して報告することとされまし

た。

新市名の候補とした理由は、次のとおりです。

①本地域は、県都として、県庁所在地としての知名度

が高く、対外的にも覚えやすく、さらに地域の特徴

をアピールしやすい市名である。

②構成７市町村は、これまでも富山地域として、歴史

や文化を共有し、暮らし全般において深いつながり

があり、親しみやすく、住民の一体感を醸成しやす

い市名である。

③富山県の中央部に位置する人口・面積とも最大の市

となるだけでなく、政治、経済、文化をはじめ交通

などの要として、また豊富な自然や資源を活かし、

住民と行政の協働により、さらなる飛躍・発展を目

指すイメージにふさわしい市名である。

【その他、委員から出された意見等】

・新鮮味、広がりを考えると「日本海市」ではどうか。

・２１世紀に新しく誕生する市として「アルペン市」と

し、これからの環日本海時代をアピールできないか。

・表現のやわらかさ等からひらがな表記の「とやま

市」もあるのではないか。

●新市の事務所の位置について

新市の事務所の位置に関しては、他の協定項目との

関連があることから、それらの協議状況を参考としな

がら、引き続き検討していくことにしました。

●新市の名称応募結果について

応募件数４，１５７件（男２，３９７人、女１，７６０人）

名称の種類８２３種類

※参考資料
■新市の名称応募件数上位名称

■年齢階層別応募上位件数

協議会や策定委員会の会議内容は、協議会ホームページで紹介しています。

会議資料等を希望される方は、事務局までお気軽にお問い合わせください。

割合

４８．９１

８．４９

３．０８

２．６７

２．５３

応募数

２，０３３

３５３

１２８

１１１

１０５

ふりがな

とやまし

とやまし

しんとやまし

じんずうし

えっちゅうし

新市の名称案

富山市

とやま市

新富山市

神通市

越中市

順位

１

２

３

４

５

３
（件数）

キトキト市他
４件

越中市
９件

神通市
８件

新富山市
１２件

新富山市
１５件

新富山市
３３件

新富山市
３１件

神通市
２３件

２
（件数）

越中市
５件

とやま市
１４件

とやま市
３６件

とやま市
４２件

とやま市
５４件

とやま市
６４件

とやま市
５７件

とやま市
５８件

１
（件数）

富山市
１２１件

富山市
２３６件

富山市
２１８件

富山市
２４８件

富山市
２７９件

富山市
３２７件

富山市
１９８件

富山市
１５０件

順位

年齢

１０歳未満

１０～２０歳

２０～３０歳

３０～４０歳

４０～５０歳

５０～６０歳

６０～７０歳

７０歳以上
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